
校門をでて右へ、

そこには淀橋幼稚園。

昔と変わらない砂場やブランコも。

校舎の裏門を出て左に曲がり、

湯浅君の家を過ぎ坂を上りきった所。

浄風寺は近代的なビルの一角に。

千野君の家の周りは再開発で大きく変貌。

中学校も千野時計店もありません。

校舎の裏門を出た松波君の家の右側あたり。

ここから正門前北側一帯まで

近代的なビルが建ち並んでいます。

十二社通りの梅月湯。今でも健在です。

お祭りの後は風呂券で大にぎわいでした。

荒巻さん、海作さん、小見さん達が

川の周辺に住んでいました。

その名も恐ろしい

暗闇坂。

登り切った左側に

梶谷君の家が

ありました。

校舎南側の再開発から取り残され

た建物に昔の面影が感じられます。

でもそれ以上に大切な物をなくして

しまった言い様のない寂しさが。

田中君、馬場君、平田君、和田君、秦君が

この辺りに住んでいました。

青梅街道

十
二
社
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現在、周りに何もなくご覧のように

陽が差し込んでいます。




